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Ｉはじめに

貝類の種苗生産技術の進歩はめざましく、アワビ・サザエ・フクトコプシを卵から人間の

手で育てる技法の成功が続くとともに種苗生産事業化へと約１ｏ年間で移行した。

‐当場でもガラスパプトでの飼育からタンク飼育へと進んできたわけであるが、との間、前

述のように技術の進み方が急であったために、経験的に駆使はされたが公表されなかった知

見も非常に多い｡穂とれらを今一度整理ｑ検討し､･それら知見を踏jﾀ僅台として、･明日への一歩

を踏み出すことは種苗生産施設の稼動という時期からみても意義あることと考えず本報告書

の作成に取組んだ。

従って本報告書に使用した･関係資料は野枯からの抜粋が中心であるが、このほか、なんら

かの形で公表されたものも配布範囲の限定されたガリ刷がほとんどである。とれら埋もれた

重要資料は極力収録するように努め．研究者名と共に項目(5)に記載し、引用文献としても活

用される便をとった。

●

■

Ⅱ研究経過

海産魚貝類の種苗生産に関する研究は１９６５年に当時大田区にあった本場調査部にて東

京湾産魚貝類を主な対象として事業が開始された。その後、１９６９年に大島分場に事業が

移管され、大島分場では当時の増殖研究室・三宅水産指導室の２室が本試験に従事した。更

に１９７４年に種苗供給施設の完成とともに貝類種苗生産事業が騨始され、フクトコプシ・

サザエ・アワビの種苗生産が新事業に移管された。

表１大島分場における貝類種苗生産技術の確立経過
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伊豆諸島海域を対象とした種苗生産試験の当面の目的は栽培漁業への道として、特に漁業

者から要望の強いフクルコプシ・サザエ・アワビ等について人工種苗の大量生産技術を確立

するとともに、イシタイ・イシガキダイ等根付重要魚種について放流用天然種苗の確保と採
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卵育成に関する技術を確立し、藻類についてはイワノルハパノリについての採苗技術を完

成するとと等である。

これら一連の研究のうち、貝錘（フクトコプシ・サザエ・アワビ）についての研究経過を

みると次の５期に区分することができる。（表１）

第１期（１１６４－６５）：本場が主体となって本事業に取り組んだ時期である。大島分

場では他県の幼生や稚貝を当場に運搬し、飼育技術の研修に役立てた。

他県で採卵した幼生の当場への運搬は本場経由で、大島との間は飛行機によった。

Ｖｅｌｉｇｅｒｌａｒｖａｅ（被面子幼生）での運搬は表２に示す５回実施したが、成功例は

１９６５年１１月の神奈川水試よりの事例で、翌年の６月まで飼育することができた。

●．

、

表２他県で採卵した幼生の運搬および飼育試験経過

備考

付着せずへい死

周ロ殻形成（１５日）

付着せずへい死

到着時の発生段階

被面子幼生(約１０００粒）

" （２－５万）

" （１万）

種類採卵場所

東海区水研（荒崎）

東水大（'j湊）

東海区水研（荒崎）

移送年月日

1９６４．１１．１４

１１．２６

１２J1５

１９６５．６．９

１１．１２

１９６６．２２０

１９６Ｚ１２．１２

クロ

クロ

メカイ

識
;７Ｗ １４ｍ稚貝

被面子幼生

被面子幼生

６６年６月まで飼育※１マダカ

付着せずへい死

６８年７月放流※２

クロ

付着幼生

※２……図２※１……図１

更に、採卵後１ケ月経過し、波板に付着した状態での運搬は１９６７年１２月の神奈

)||水試よりの事例があるが、この場合は順調に成長させることができた。この２例の飼

育経過を示すと図１．２のとおりであり、マダカアワピでは１ヶ年で殻長５５瓦耐（範囲

２１～４２ｍ）となることが判明した。

稚貝の飼料はアオサを与えたが、表ろに示すとおりフクトコプシ稚貝（平均穀長２５

mm）を用いてＩｖＩｅｖの修正式により嗜好係数を求めると、アオサ・シマオオギのよう

な軟らかくて葉状を呈しているものに嗜好性が強く、これら２者をとり除くとテングサ

を良く接餌した。従って、アオサは飼育餌料として適しており、更に、アワビ・フクト

コプシではアオサを接餌した場合、殻色が緑色を呈するため天然貝との識別が容易であ

ること等より、初期解料はアオサを投与した。

◆

げ
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図１種苗生産マダカアワピの水槽内での成長（殻長）（1965採卵）
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範囲は最大・最小図２種苗生産マダカアワピの水槽内での成長（１９６７採卵）
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表５フクトコプシ稚貝の噌好性

?､孟茗～蔓liiミ
アツパノリ

１ ２ 層

６
１
５
５
、

９
４
８
０
８

６
０
５
０
２

ｑ
０
６
０
０

０
０
０
０
０

一
｜
＋
一
一

ヒトツマツ

アナアオサ

シマオオギ

テングジ

キコノトキ

トサカノリ

シワヤハズ

コモングサ

試験期間

＋０，４７１ 十Ｕ４１５

＋０．１１４

－０６８８

－０．０５９

－１．０ＵＤ

Ｉ司左

畑’

＋０．００５

－１．０００

＋０．００５

－１．０００

３８.Z１Ｄ－１５

！

Ｚ８６２５－２Ｂ

第２期（１９６６～６８）：施設面および組織面で最少限の実施態勢が整い、産卵誘発に

取り組んだ時期で、種苗生産試験の成功が各種について実現し、稚貝を残弓j-ととのでき

た時期である。

１１６６年はクロアワピについて１０月１１日～１２月２５日の間諭１，日間、潟度

刺激による方法によった｡温度勾配はｏｐ２～０．０，脇である｡温度刺激では放卵．

放精のタイミングが合わなかったが、この間、１０月２８日、１１月１日、５日、１４

日と自然放騨があり．１０月２８日に採卵したものが１１月１６日まで生残し、周口殼

の形成もみられたがへい死した。へし､死の原因としては当初ガラス水槽に培養した

Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐの大きさが１０～１５鰹であったのに対し、４０～５０juの大型珪

藻が大量に繁殖したためや稚貝が擬餌できず餌不足になったのであろうと推定した。

１９６７年８月１６日には温鰯(Ｉ激によりブクトコプシの採卵に本邦で初めて成功し、

翌年５月ろロ曰まで飼育を続け平均殻長２０８柳（範囲6`７～２２７施翻）に成長した

５０２個体を放流した。

１９６８年１月１１日には干出刺激によりクロアワピの採卵に成功し、従来呼水孔の

形成は１５０日を要する')とされていた記載に対し５５日（２鯛鰍)で完成することが確認
されたが、その後６月２１日（ふ化後１７Ｕ日）に殻長２０．５”（生残２個体）に成長

したが７月２２日に２４．４”でへい死した。

■

ゼ
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■

同１１月２２日、干出刺激により採卵し、放ljlTiサイズ（２０ｍ）約５Ｄ０個を生産し

た。

なお、サザエの成功は１９７１年８月である。

但し露施設および人員の能力がフクトコプシ，サザエ・アワビの５種について、同じ

強度で試験を実施する余裕がないため、メニュー方式をとり入れ蕊年度によりこれら５

種のどれかIこ力を入れる試験方法とした。との方式はその後や継続ざれるとととなる。

第５期（１１６１～７０年）：庁舎建設のため、施設が使用不能となり、第２期で得られ

た種苗を放流しての天然の場での成長記録の集績や生殖腺熱度の調査等が実施された。

第４期（１９７１～７５年）：いわゆる量産技術の確立期でタンク培養を主体とした幼生、

稚貝養成が開始された時期で、１９７２．７５年には万単位の放流種苗を得ることがで

き、種苗生産試験のうち貝類に関する譲議は終了することとなった。

第５期（１９７４～）：１９７４年１，月に小娩模ながら種苗生産施設※が完成稼

動し、６５千個の種苗放流を目的に生産事業に入った時期である。

なお、１９６６年以降の種類別放流サイズ生産数を表４に．１９６４年以降（第１期以降）

担当者を表５に示した。

更に、第２期以降についての詳細は後述するとおりである。

鰯

,。

表４放流サイズ生産状況

~窪一三～～笙作"|'．`， 1９６９１１９７０１１９７１１１９７２１１９７３1９６８

フクトコプシ ､Nｉ5,000 ○ × ×

サザエ１○ 4，０００ ２０ＤＯＣ ５ｍ×

アワピ１○ 画 ５OＤＵ５００ ５００ ５０，０，，
『

計 ２ｕ５０Ｏ ５０q５０Ｃ5.00, ５０［ RDD〔

ひ

幼生稚貝中途へい死

付着幼生が得られない年

試験を実施しなかった年

ｂ
の
■
■
●
●

○
×
’
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表５担当者一覧表（研究職）

４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４

年
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７

９１

分場長 究研
￣

E=】 備考

伊藤茂

”

国分東一

"

倉田洋二

"

三木誠

〃

広瀬泉

〃

※
第１期

塩屋照雄

”

西村和久

ＺＰ

八Ｊ '〃 ＪＪ

第２期〃 drj ﾉリ

串〕

斉縢実山羅達〃 〃 j〃

吉田勝彦

〃

〃Ｚノ 〃 Ｊ’

第５期 図

江' 〃 " '』

ﾉブ ′ノ 〃 ﾉリ Eノ

第４期
" 〃 〃 ﾀツ 〃

f' β７ ﾉリ 〃 尺〃

第５期〃 〃 ﾉﾌﾞ 〃 ﾉﾀﾞ

※表１．参照

※種苗生産施設の規模、…：．

１．蜆模

敷地５５５．，，㎡

飼料培養室１１４㎡

室外池（２ｘ４ｘ１加）８面

可寸般式刻轤（０５トン）４０個

２，揚水:鼠

ポンプ取水１８．５剛２台

揚水１１〃２台

プロアー５，７５脚２台

澗過器２０トン／ｈ

ろ．工溌６４，５００千円

･邸！

■Ｐ●

ＦＤ3

■

Ｊ

ｄ
ｑ
』
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日本に分布するトコプシ

の仲間はトコプシ・フクト

コプシ・ナガラメの５種類

とされ、それぞれ殻にあら

われた特徴で分類されてい

る夢幻それぞれの分布ほ

ナガラメが九州以南、フク

トコプシが伊豆諸島、トコ

プシが関東以南と棲み分け

ている。伊豆諸島における

二
コ

8

ている｡伊豆諸島における③ﾄｺ”造三ﾗﾌｸﾄｺﾌﾟｼ《２mナガラメ
フクトコブシの分布範囲は

大島から青ヶ島まで確認されているが、産業ペースで漁漉されているのは大島。三宅島・八

丈島である。その漁獲量は約７，トンであるが、八丈島・三宅島の２島で９０％を占めてい

る。但し､従来より自家消費あるいは庭先完

もされてきて鑓０，単価が上昇すると蕊漁協

を通して販売に回されると考えられることか

ら、実際の数量は更に増加するであろう。

フクトコプシは水深１u瓶前後に分布の中

心があり、食性は表６に示すとおいシマオ

オギ（褐藻）が少量みられるほかはテングサ

（紅藻）が主体である。

1．産卵期の検討

図４フクトコブシの島別漁漉量
フクトコブシの産卵期の検討は大島産諺

八丈島産のものについて行ったが、いずれも期間は８～１U月、盛鄭は，月であろうとい

う結論が得られた。

まず、肥満度（筋肉重量／軟体部重量）は図５に示すとおり、雄は７月より，月まで、

雌は１０月まで漸減傾向を示し１２月以降回復するようである。肥満度と摂餌量との関係

を胃内容物量係数〔Ｋｓ＝（V/Ⅳ）×１０八Ｋｓ：胃内容物量係数、Ｖ：胃内物量、Ｌ：

殻長〕で検討すると図６に示すとおり、７月より１０月まで急激に減少し、この傾向は肥

満度に一致する。

フクトコプシの生息する場憾テングサ漁場である場合が多い。胃内容物量と環境との関

の

沙

－９－



表６胃内容物調査（三宅島坪田も６年調査）

念i曇ﾐ員 胃内容物量
、個体当り）

主食物 混食物 備．霧

Ｏ～５２CＧ前浜 テングサ

Pﾛﾛ●0■●■■■｡■■■Ⅱ､■B■■●■

珪藻はﾃﾝｸﾞﾂLに付着
したものと恩わＩＩＬる。

築庭 珪藻、シマオオギ、不明海藻、～５．４ 〃

■■ddCDb●■■ＤＢ■､■sQCbb■巳■ロ■●■■■■。●●■●■●■■■●■ロロq5GpDb●●■■■■｡●●ｂ■■■●DB■■■■も□▲■■■■■■■■■■Ⅱ
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■凸■■■■■■■■■■■■▲■■且■■■己■▲■■▲■△■

珪藻やアヤニシキ池 0-1～４．４ 氏〃 '」

丘
｡､■■■●■｡､■し●B■●■■■■c■■■■Opp●■｡U■bOD■■●~￣ﾛﾆｰｰﾆBOP■●ｐｐｑ■ａｐＢＤ●●■■■■●●’ ､■ｑ■ＤＤｄＯＰ■●ＰＣＰ■■■Ｐ０Ｄｄ■ｄＵＵｎＰＰ■●■■■、■００■OODpD●ＣｐｂＧ■●●QUI

珪藻アラキ ０．２～５．０ Z' Z'

1iｌ釜庭
(４０W1以下）

シマオオギＬユカリ、アヤニシキ

ガラガラ。珪藻、不明海藻
０１～1．４ ｊＺＪ 〃

ｌ■い■p■■■cgpp■■■■■､p□ｕｕｄｑ■D■●●ogeDb■■□c■●■■■ＣＤ■■■●■●■qObDbb■ｓｄｑ寺cg■c■００□●●ＢＧ●ｐ■■cqeBB■■●qu□dDUGcbbb■▲｡▲凸▲■｡■●bb■▲■■■■■■■■■■▲■■｡

アラキ

(“〃以下）
ユカリ、珪藻、不明海藻0.2～０．８ "Ｆ 〃

７，

■■

噺、
￣

二二二一一■～

６，

｡

〈鼬

半壷るうＪｇ、／‘,‐？〃／皐・・-ノ月
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図７生殖腺熱度係数の算出方法

乙士｡.

ｊ塵をみると、テングサの着生量は５～８月は５００１/171}'であるが，月以降減少し論１１月

には１５０’/ｉ１７ｆと最低となり、その後急激に回復して５月には１１５００１/7㎡となる。
■｡I&□、

￣關≦従.って軍テングサの着生量と摂餌F量との相関はみられない。従って、胃内容物量が少なく、

班且つ痩せていることから産卵期に伴なう体内的要因と考えられる。
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次に生殖腺熱度係数（図７参

照）を用いて産卵期の検討を行

うと図８に示すとおり、雌で|よ

は９．１０月に７４.Ｌ７７Ｌ８

と高い値を示し、それ以後、急

激に減少する。雄では１ｕ月ま

で徐々に増加し、以後雌と同様

な減少傾向を示した。

従って、生殖腺熱度係数から

の検討では産卵期は，～１，月

となる。

卵径の月別変化をホルマリン

固定した生殖腺より測定すると、

Ⅲ図，に示すとおり、１，月に

０．１２加爪以下の卵が出現し、こ
1．uAI：`・・隙.

.’の組成は４月に最大を示す。５

月以降の卵型は大型の０２ｍ寵前

後に山が移行し、５月以降組成

範囲が大型卵径に集中する傾向

が１０月まで認められる。

従って、１Ｕ月より出現する

小型卵は翌年に産卵されるもの

であり、５月以降の大型卵がそ

の年に産卵されると考えられる。

このことは生殖腺熱度係数より

決定した産卵期を裏付けている。

産卵期における環境を検討す

るため、水温と塩分の関係を大

島波浮港外（トウシキ）定置観

測資料に求めると図１０に示す

とおり、６月下旬より高温低鰔

％
理
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が１０月上旬まで続き

他の８ケ月と非常に異

なった海況を呈してい

ＤＣ

二傍

る。 ２３

この高温低鰔の時期

がフクトコプシの産卵

に好適な環境となって

いるようである。

更に、日照時間（日

出から日入までの太陽

照射時間）について検

討すると図１１に示す

とおり、前述の高温低

鰔期は日照時間の年間

の最大を経過し、減少

傾向を示す時期に当っ

ている。これら、自然

環境は産卵の促進・抑

制に重要な要因となっ

ていることが考えられる。

2．生殖腺の検討

ユユ

ユノ
旬

久幻

汐

/９

/丘

ﾉケ

/‘

s`w・・３．.“’7。。?‘港'ｑや３．脇

図１０Ｔ－８月別変化と産卵期との関係
（８９年トウシキ）

産卵期におけるフクトコプシの生殖腺は雄は乳白色、雌が褐色を呈し、中腸腺を包むよ

うに発達している。但し、雌の生殖腺は煮沸またはホルマリ固定等を行うと緑色となる。

中腸腺の中央部は消化管か通っており、従って、生殖腺の成熟肥大化は中腸腺等の縮少と

なり、このことが前述の胃内容物量係数の減少等に関連すると考えられる。

生殖腺と中腸腺の境には輪管（輸卵管・輸精管）が存在するが、これは生殖腺と右腎臓

の境目付近で漏斗状に拡がった後、再び右腎臓を貫通して鯛のつけ根辺りで腸管下に開口

している。（図１２参照）

卵および精子はこの腸管下の開口部より放出されるがこの部分は貝殻上の呼水孔の５～

４番目付近にあたり、肉眼での放卵・放糖は呼水孔より吹き出す形で観察される。
、ﾏｰ゛｣

⑥

心
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１３）

浜田Iこよれば、こ

の右腎臓を卵が通過

するときに受精準備

が完了する重要な場

所であるとされ、こ

のため、生殖腺内の

卵を切り出して取り

出しても受糖させる

ことはできない。こ

のことより、右腎臓

を貫通する輪管内と

その他生殖腺および

放出された卵の大き

さを調べると表７に

示すとおり、体外に

近づくにつれ小型化

の懐向にあり、受精

痔凋

/革”｡

/３:‘‘

■
巳

/２２，‘

坊

ノハグ、
§

/○８０‘

９;β５
１

ﾉユｇ梁‘F￣‘ク２アノグ〃鐸月

図１１日照時間と産卵期との関係

’一一列産卵期

￣

⑥

､O

フクトコプシの輸卵管系（背面図）

卵の移送は模式図（東水大、隆島による）

劃１２
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表７測定部位別卵径（７４調査）

輸卵管生殖腺汰 放出卵

１９０～２５０浬

１４０～１フＯ脚

卵径

核径

２１０～２５０ｊｕ

ｌ６Ｄ～１７０浬

２６０～２８ＵｆＩ

１９０ノュ

]

Ｉ
国

ロ

図１５生殖腺表層部の

採卵部位 図１４生殖腺末端の変化

Ａ・Ｂ：成熟しているとみられるもの

Ｏ：放出中のもの、Ｄ：放出終了の､の

卵の大きさに近くなる。

また、生殖腺の表層部位については図１５に示す箇所の卵を顕鏡すると生殖腺の末端部

(A)２８２浬（範囲２６２～２９５脚）静中央部(ＢＩ２８５ｲLL（範囲２６２～５２５幻で末

端部の方がやや小さい傾向がみられた。

外観上の成熟度の判定は生殖腺の膨らみによるしかないが、経験的に生殖腺末端部の変

化によっている。成熟から放出までの末端部の変化は図１４に示すとおりであり、Ｂ・Ｏ

の状態のもので産卵誘発を行った場合、反応率は高いようである。

なお、精子の大きさは円錘型の頭部を持ち中片を含めた長さは約５脚、尾の長さ約４０

til
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＃である。

5．産卵誘発技法
：．．

１１６６年には切り出しによる受精を試み-た。切り出した卵は卵径２１５～２５５浬卵黄

径１５Ｕ～１８５Juで４ｕ％が卵膜のない裸卵であった。これらに精Wizを加えても発生の進

んだ個体はなかった。

切り出された卵の処理および誘発にアンモニア液（１/１０００）・塩化カリ（１／２Ｍ）・

エチルアルコール（０．１％ルその他ラク酸・アミノ酸。ブドウ糖、苛性ソーダ・メチレ

ンブルー・高鰔水等を用いたが、分割が進んだのはアンモニア液のみで、それも不等分割

であった（１９６６，６７年）。

その後詞産卵のメカニズムとして右腎臓通過時に卵にある物質が加えられて受精態勢が

整うとのことから、卵が右腎臓を通過して放出させ』る方法として、ピタカンファー注射、

赤外線照射、温度刺激・干出刺激等の刺激による産卵誘発を試みた。

従って、これら刺激による放卵は筋肉収縮等に伴う機械的放出である。

ピタカンファー注射は腹足部に実施したがフクトコプシの動きは活発となり、呼水孔よ

り紫白色の煙状のものを雌雄の別なく放出するが、放卵。放繍はみられなかった。

（１９６６，６７年試験）

温度刺激は４０’のガラスパットに約５０個（雌５０，雄２０）の親貝を収容したのち、

昇温は１，０Ｗヒーター２本命降温は氷を入れたビニールj袋iをそれぞれ投入し、水温を上

Rａ

Ⅲ

下させた。温度勾配は００５～0.2

彩吻`であるが､誘発初期は緩るく、

終期は急な勾配詮どった６但しやこれ

ら、温度の決定ぼ趣ﾛ誘発中の親貝の

活力によった。

１９６５年から６８年までの産卵誘

`１．発の旬別回数を表8に示したが、期間

は７月下旬から８月中旬に最も多く実

施した。

’７月から１０月までの温度刺激の代

；・表.事例を'旬別に図１５に示したが、小

規模の連続的放卵、放$翻薗特徴である。

表８温度刺激による産卵誘発回数（日）

雷<q3iilW‘
６１下

１９６６ １９６７ １９６８

■

■

上
中
下

バ
ー
戸
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】
｜
■
●

例

７

２
８

１
'い上

中
下

２
５
１
－
１

２

７
２

７
８
，
－
６
９
５

８

上
中
下，

上
中
下1Ｃ 1

計 ８１１２１．２１１４５
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温度範囲は７月が２１～２７℃、８月が１７～５０℃、９月が２１～５０℃、１０月が

２０～２６℃であったが、７月は雄の反応が主であり、８月は雌雄ともよく反応した。但

し、９月以降は９月上旬の反応がよい以外は放卵・放精は少なくなる。このことは産卵期

との関連より、母貝入手の問題の方が主で、９月中旬以降新鮮な母貝による産卵誘発を実

施し得なかったことによると推定される。

また、親貝の蓄養は当場の場合、へい死割合が非常に高く漣１９７２年のように６０～
■◆

７０％をへい死させたこともある等、母貝管理にも問題ｶﾖ残される。

１９７１年からは温度刺激に干出刺激を併用し、次の手順により実施している。

ｉ朝、Ｚｋ槽内の掃除（，：００）

ｉｉそのまま１時間〒出

ｉｉｉ徐々に注水

ｉＶ満水にして注水停止

Ｖエアレーション開始

Ⅵヒーター投入、目安２９℃（基礎水温２４℃）、上限にて１５分間停止、親貝元気

ならばエアー停止

Ｖｉｉ冷水器作動、目安１９℃、下限にて１５分間停止

Ｖiii以後反復

ｉＸ１６：００終了、流水とする。

Ｘ２２：０o見廻り

Ｘｉ翌日、投餌影産卵誘発を行わず

但し、フクトコプシの場合露受繍１１の得られた回数は極めて少なく、放流用稚貝の得ら

れたのは１９６７年、中途へい死が１９６８年、７１年のみであり、産卵誘発技法を卵の

成熟磯構を含めて再検討する必要がある。

4．発生と初期成長

同属のトコブンについては大場の報告Ｐｐがあるが、フクトコプシの発生についてその概

要を記述すると次のとおりである。

受精卵臓卵径１９７浬（１８５～２１５Ju`）。卵黄径１６８/u（１５４～１８５弾）である。

受精後４０分で第１分裂が起こり、１時間４５分で第２分裂、２時間５５分でhdorula

stage、４時間でＧａｓｔｒｕｌａｓｔａｇｅとなり、約７時間でふ化し、４０分後には浮上個
十

体を認めることができた。TrochophoreLarvaeが回転運ﾛﾄﾞﾚを開始してからふ化まで

の時間は比較的短いようである。

UNI

§

『Ⅲ’
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１５時間後のＶｅｌｉＲｅｒｌａｒｖａｅの幼殻は長

径２６０川２４６～２７７Ju）、短径１８８弾

（１８５～２００浬）であり、大きさは周口殻の形

成（５日目頃）まであまり変らない。

１８時間後に蓋が認められるがこれはその後、

周ロ殻の形成期に消失する。

５日目頃よりはいまわる個体も出現し、検鏡す

ると光線を避けるように殻を左右にふって歩き、

し

もこもこ

､■､■
勺、｡、

巳Ｐｂ
● ０

勺、｡、

巳Ｐｂ
● ０

｢.､－１０、、
qいぶ己
もｓｄＣＯ

｢.､－１０、、
qいぶ己
もｓｄＣＯ

●●●●

２トリ 、
障害物があるとＶｅｌｕｍを活発に動かし遊泳に移

図１６Ｖｅｌｉｇｅｒｌａｒｖａｅ
る。また、強い光に対しては殻のなかにすっぽり の測定部位

Ｌ：長径、’：短径おさまり蓋が閉じられる。

５日目頃より周口般の形成した個体が出現する
□■●●

が、肉眼的には水槽壁の付着珪藻にはみあとがみられるようになり、一部茶褐色の部分の

ある白い点として認めることができる。この時期の大きさは長径４９２鯉、短径５５４浬

であり、１週間で０５噸に達する。

また、水槽壁より、水面上にはい出し、へい死する個体が増加するのはこの時期である。
●●●●

但し、これは珪藻の付きの悪い水槽のものｶｴ多く、珪藻の多い場合ははみあとの中に数個

ずつかたまって生息している。

１０日目の大きさは長径０８”（０．５～1.0ｍｍ）である。

この間、止水にして飼育したが、水温２６．５～２７L５℃、比重Ｊ,ざ＝２４４、ＰＨ８７

～8.8である。但し、ＰＨは５日目ごとに測定し、ＰＨＱＯになったものは水換を行った。

更に、餌料培養用にノリマプクスを添加した。

なお、呼水孔は次のように形成された。

１７日目：呼水孔が形成される部位に黒いしま状の影が生じた（平均殻長１．２５mUUR、範

囲1.0～１４噸）

１９日目：わずか凹みのある|固体力写られた。

２０日目：呼水孔形成部位がかんIまつ状で認められた。出現率は４２％（Ｎ－５Ｕ）、

平均殻長１７，０（範囲1.5～1.9ｍ）であり、殻前部より螺頂に向って走る鎖状の

綴が２本認められた。

２１日目：更に陥入が深まった。

２２日目：呼水孔の完成個体が認められた。呼水孔の形成された個体は１５％であり、

ぴ

●

⑫
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前述の黒い鎖状の練ば５本に増加した。平均殻長ＺｐｌﾘUiiU（範囲1.,～2.1秘iiz）

との時期の幼生は上足突起が６対ほど形成されるが麹その長さは毒ほ武殻＃1に等しく、

極めて長い、このため外観はクモのような感迫を受けた。（図１７参照）

その後、呼水孔の増加は２８日目に４個。５１日目に６個となり扇５０日目に１０個目
．『

が形成された（殻長ス１士０．５”)。なお、呼水孔の形成数と殻長との関係を図１８に
１．

示し7円と。

飼育結果憾表，、図１９に示したが飛成長と共に餌料を付着珪藻・アオサ（一部千ワカ
。、｢、

〆・イワノリ・ハパノリ）、テンク'ザと転換しながら飼育し、ふ化後５０日で平均殻長
ｌＢ

２ｐ勉秘､､１５明霧ｌｊ『７狐１m診`２７Ｕ日で２m２施鯲、５６５日で２４．５〃､uに達した。
称O皆山 似0■■E□〆

なお、餌料はアオYツミ}醤主体に与えたため奄貝殻の色は緑色を呈し、天然貝（茶褐色）と
：.．.,．、．；、八：。！『・

の識別は容易となった。

冊
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図１７ふ化後２１日目の幼生（膜繭図）&上図嗣殻長を１００とした時の各部の割合
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惇ト ～…』
。「

好孜ﾙﾃIｆｌｉ
図１８呼水孔の形成と殼長との

関係（範囲は最大・最小）

ｇ｢

､§卜

掌「

:ｉＦぞ〃
ノ

／二ぶ製と‘ア忽？／０個⑫

表，フクトプシの成長L】

聴蘇具
殻 長

標準`偏差平均

０，５(机の

０．５

０８

１，７

２．０

８．４

１４．７

１８．５

２１．２

，４.ろ

測定個体数

１０

１０

２０

１０

５６

１１１

１５５

１１１

１６０

９１

最大
一一

伽Ｊ１Z）

最一魎 刎

Ｊ日く５
７
０
０
０
０
０
０
０
５

１
２
５
９
５
１
７
６

１
２
２
３

５
５
９
２
９
０
３
０

ｏ
Ｌ
０
ａ
８
６
北
Ｚ
１
１

Ｕ
９
９
９
４
０
５
４

札
⑪
込
北
ｕ
Ｚ
０
ｚ

１
２
２
５
５

４
８
７
５
６
１

０
２
２
４
且
己

付着
珪藻

アオサ
ﾃﾞが歌ワカメ

イワノリ｜ハ．ぺ／リｌアソトクメ

場）苑

””

ハヘ

恥･…1虫Z〃
‐Z④

．｡

/〃 ,….｡ｌ′の

l`ひび ヱクａ ヨクロ日

図１．９フクトコプンの成長（１９６７、採卵）

左縦軸：殻長（範囲は:最大・最小）露右縦軸：飼育水温、上柵は餌料
－２１－



5．生後１年以降の成長

１年以降の成長は大島差木地通称送信所下の試験区に放流して調査を実施した。

（図２０参照）

試験区の面積は４００㎡（２０×２，ｍ）で、水深は８．５～２５ｍである。海底地型は

投石地であるため、比較的石場が多く、ほとんどが転石である。

づ

､２ 市
込

こ〕

/｛
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/[）
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〆、。

⑭

12ヲ
子

f｣Ｚ
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「４４
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．
〃
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１
〃 チ?ﾆピ

￣－－､、-ず、

Ｉ
￣

■

砿〃０，．毛ＩＤ

／･ミヨ1

一一段

＝

■

ざ
蓼０

犬島
ｂ－ｊ

Ｄ●

，j･寵。烏ロ

ｒ＞○

'/'３ 、勺

凸

図２Ｕフクトコブシの試験区（大島差木地送信所下）

Ａ：８６年調査定線、Ｂ：６６７年調査定線

①～⑨：動物調査、ａ～ｈ：植物調査

矢印：試験区（２０ｘ２Ｄﾅｱf）

心，

試験区周辺の生物環境は植物相では紅藻類（オニクサ・ドラクサ・オオプサ）が多く、

褐藻類が少ない。動物相は小型巻貝（クボガイ・バテイラ・ウラウズガイ等）が多く、フ

クトコプシの漁雄量は２日間、海士５０人でＵ５トンという記録がある。図２０に示す定

線上の生物を調査すると、フクトコプシは定線Ａでは水深６”以深で急激に増加し、定線
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シマフトオギ

図２１定線における動物群集生息

密度の変化

（個体数／１ｕ０㎡）

/りび

ＬＦ－－Ｉ Ｆ－－｣￣~Ｉ

・・はごく少量を表わす

図２２調査区域に鞠ける海藻の

着生密度（生重量伊／㎡）
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Bでは水深8.5糀付近および１２ｍ以深で減少する以外は全域に広く分布している。これ

ら、定線調査で出現した動植物群の量的分布をそれぞれ図２１および図２２に示した。こ

の定線調査結果からみても、設定した試験区がフクトコプシの好生息場所であることが判

った。

この試験区内に１９６８年５月５０日（ふ化後１，ケ月）、平均殻長２０８”（範囲

6.7～２１７繩）の種苗生産稚貝５０２個を放流し、追跡調査を実施したところ、放流後

３ケ月たった８月７日（ふ化後、ほぼ１年）には２８．Ｕ加加となっており、放流後１８ケ月

（ふ化後約２年）経過した１９６９年１０月１６日には４６．４”、２６ケ月後（ふ化後約

5年）の１９７０年８月１９日には５２．６j､凧に成長した（図２５参照）。

なお、再捕'個体数はふ化後１年目

ｐ

1３

沌
麺
〃
。

１１７個（再捕率２５．５％）魁２年

目７７個（１５．４％）、５年目８個

（１．６％）であるが、この値はいず

れも試験区内での再捕である。

次に標識放流結果より、同海域で

のフクトコプンの年令と成長を検討

すると成長式は、

,α)…,(i-.-゜:…う

となり、１年貝５１．８”、２年貝

４８．４jiwvz零５年貝５５．６加加、４年員

５２６jlz"M、５年風６１．６川"と試鎮Lさ

れた。（図２４参照）

東京都漁業調整規則によるフクト

コブシの制限殻長は４５”であるこ

とから、商品サイズを４５抗ｉｎ以上と

すると、生後約１８ケ月で達するこ

ととなる。

別途放流場所の検討のために各所

で５×５打zのフクトコプシの坪刈調

査を実施したところ、各島の最高生

息量は大島（送信所下１１６６年）

かく《ミツ滉傘

－，■■lbP■●p■■■■ｄｄｄＢＢＢ■b■◆已凸p6C■■●pdCBBDD■qOFPD｡ＢＯＤＯＣ■ＣＤＰけ■gごﾛｰ■■q■p■■ＵＣ●■■■■●■■ｐＢ□,b■■■■■■・■■■●Ⅱ
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,印

図２５人工稚貝５年間の成長

矢印は放流時点

水温は定地観測水温を示す。

、

鰯………………

蕊
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図２４年齢と殼長との関･係
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１９個／㎡、三宅島（坪田１９６６年）５．１個/７１f、八丈島（三根、１９７０年）１２．０

個／耐、であった。～

また坪刈の際にフクトコプシのみでなく、その場に生息する動植物を採集したところ表

１０，１１に示すとおり、三宅島の事例では海藻の生育量は場所によって９７０～２．６００

，/i7fと差があるにもかかわらず、藻食性動物（但し、魚類を除く）はほぎ１７K9／㎡と

一定であった。

表１０枠取による採集動植物量（三宅島，㎡）
、

藻食動物
》
瓢

liiliHiljJl
犠
一
鵲
一
爵

、イiＵ
４ テングサlその他

辰

混
一
加

３６８Ｊ、４２

４８６１ＩｂＢｌ２Ｇ

ｑＭ

しかし、大島の事例では、この傾向はみられず、また藻食性動物中に占めるウニの割合

が４１％と高かった。フクトコプシとウニは食性上競合関係にあり、摂餌量はウニが６～

１０倍と多くなっている。従って大島ではウニの多いことがフクトコプシの少ない一つの

要因とも考えられる。

表１１枠取による採取動植物量（大島送信所２５㎡）

藻食性動物
肉食貝類

ウニＩその他藻食貝類トコプシ？

０"0ケ ２１．５，

４oz５

４５５．０

５５５．０

２２０．０１

５５２．７

５８１．６

２４１．５１
－－

１，Ｏ２ＺＯ

_三LＺ
４スフ

６．５

８０．６

２

５
’
４

施
妬

柘
一
樋

８z０１１

４８９０４８

●

1０５２５．６
－－－－

８９．０１oz２１０

これらの資料をもとに生活の場の目安を求めるには問題があるが、餌料となる海藻の現

存量とフクトコプシの収容量の関係は放流種苗数決定の一つの指標となりえるので、更に

検討が必要である。

－２５－



6Ｊ要約

１）フクトコプシは伊豆諸島では大島より青ヶ島まで分布するが、漁獲量は八丈島・三宅

島・大島の順で、年間約７０トンである。

２）産卵期は８～１Ｕ月で盛期は９月である。

５）産卵誘発は干出と温度刺激を併用したが、決定的な誘発技法とは言い得ない。

の受精卵は卵径ｏ２ｍＵ、７時間でふ化し、５日目頃より闘甸期に入る。

５）幼生の飼育は波板（付着器）に付着珪藻を培養し、餌料とした。

６）呼水孔の形成は２０日前後、その時の平均般長は２．００ｍである。

７）飼育では１ヶ年で殻長２４”前後に成長する。－

８）年令と般長の関係は計算によると、１才５１８，．２才４８．４，，５才５５．６，，４

才５１６歳風、５才６１．６ｍである。

，）商品サイズ（制限殻長４５ｍ）には１８ケ月で達し．生物学的最小型は５１１ｍであ

巳

０

る。

●

●
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ｻｻﾞｴは外洋性沿岸海域に分布し､太平洋岸では青森から福島県には分布しな蝿また、

宮崎県以南の漁獲量も少ない。伊豆諸島では三宅島以北に生息しているが、三宅島は伊豆諸

島の分布の南限にあたっているため、かつては缶詰工場までできるほど漁獲量があったとの

ことであるが、現在はほとんど漁獲されていない。

サザエの漁猿量は年による豊凶が激しく、

Ｕｂ
１９１７年の６４トン、１９５２年の

４４６トン、１９５５年の２５０トン

等の豊漁年に対し、１９６２．６５年

のように、漁膜量の数字にあらわれな

い年もあるが、最近の平均漁獲量は

１５トン前後である。

八丈島へのサザエの移殖は’９５６，

６０，６１年に八丈分場により実施さ

れ、成長が良好であることから１９６２

～６４年には都の補助事業として

ｇｏ

｡

～６４午に腫都の補助旱乗こして
図２５ｻｻﾞｴの分布〃ＺＤ

ｄＤＯＯＫｆのサザエが伊豆半島より移

殖された。成長は良好で大型化するが繁殖した様子はなく、八丈島での二次生産は期待でき

ないようである。

一般に水深５０ｍ以浅に生息するが、小型員（幼年群）は２，以浅に多く、成長と共に沖

合深所へ移動する。

餌料は主として、テングサ等の紅藻類で、その他褐藻類等も食する。なお摂餌行動は夜行

性である。

1．産卵誘発技法

サザエの産卵誘発は温度刺激と干出刺激を実施したが、干出刺激のほうが成績が良かっ

た。干出刺激により採卵した日と天然での水温との関係を図２６に示したが、採卵はいず

れも８月下旬から９月上旬であり、その時の水温は１９７１，７２年では２６℃台の水温

が数日続いたあとに親貝が反応している。但し、１９７５年は水温が低かったため２５℃

を下廻ったときに反応しており、いずrMこしても、水温の降~F時に産卵が行われるようで

ある。産卵の期日を４月を基準とした積算水温で検討してみると、１９７１年２８１９１℃、

１９７２年５５６９℃、１９７５年５０５２．６℃となり、特に関連は見い出せなかった。

産卵期におけるサザエの生殖腺は雌が緑色、雄は乳白色ないし檀黄色である｡精子は頭

曰

●

－２９－
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図２６サザエの産卵と水温

点線：平年水温．矢印：産卵日

部２浬、中片５．５UDI、巾２浬、尾部６０βで前述のフクトコプシよりもやや大型である。

牛、豚の精液保存は４℃の冷蔵で栄養源としてブドウ糖、雑菌除去としてペニシリンを加え、

５日間、１００％の受精率を確保できるとされている。サザエについては、放精直後のものをで

きるだけ濃い液としてフラスコに採精し、５℃にて冷蔵し、精子の活力を調べたところ表１２に
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示す通り、２日間ほどの受精能力のあることが判明した。

産卵誘発は０．５トン水槽に２０K,前後の親貝を収容し、１時間前後の干出の後、徐々に

注水する。

産卵行動は母貝が水面まではい上がり放卵する場合が多かった。つまり、母貝は急速に

水面まではい上がり、貝殻を持ち上げ、急激に筋肉を収縮して、その勢いで殻口右側より

噴出したが、その勢いは強く、隣接の水槽にまで達することもあった。（図２７参照）

雄の放精行動は水面まで達せず、壁面の途中でタバコの煙状に放出する場合が多かった。
｡

表１２サザエの冷蔵精子の活力と受精能力

③
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２，発生と初期成長
表１５サザエ発生の時間経過

ｻｻﾞｴの発生は阿井等i阿棄により

報告されているが、当場の試験結果で

は受糠mは卵径２４６浬（範囲２３１～

２６２〃）、卵黄径２００脚である。発

生の時間経過は温度により異なるが、お
゜ぷ

およ鐙受精後５０分で第１分裂が起と(j、

２時間で第２分裂、５時間でＭｏｒｕｌａ

ｓｔａｇｅ、７時間でＧｚＪｓｔｒｕｌａｓｔａｇｅ

となり、１１時間でふ化する。

（表１５参照）

ふ化の状況は１９７５年８月２４日の．

観察例によると表１４に示すとおり、卵

経過時間｜発生状況

ふ化篠ｉＩ:釧蘂;墨
２〃４

５〃Ｍｏｒｕｌａｓｔａｇｅ

７〃ＧａｓｔＵｒｕｌａｓｔａｇｅ

ｌｌ”ふ化

１５〃Ｖｅｌｉｇｅｒｓｔａｇｅ

４日葡圓期

７〃周口殻形成

１２〃殻の稜線顕著となる

⑤

S’

膜は膨脹するが、この機構は膜内の

TrochophoreLarvaeが回転運 表１４ふ化 状況

動をしながら、Ｏｉｌｉａで掃くよう

に卵膜を外へ外べと押しやるように

し、ふ化直前になると卵膜は不定形

となり、約２倍の大きさ、５００浬

前後で破れ幼生が外にとび出しふ化

を終了する。この時期の

IirochophoreLarvaeの大きさ

はｕ２０ｘｎ１７沈坑である。

５０時間後のＶｅｌｉｇｅｒＬａｒｖａｅ

時間卵膜径(ぬ卵膜内回転数(回/1分）

２０：５０２４０Ｘ２５０１

２５：４９２６５Ｘ２５Ｄ５

，：３Ｄ２８１×２７１４９

１：１ｏ５５ＵＸ５１０計測不能

１：２５ふ化

化４０ふ化率２９１４％

２：１０ふ化率５６４％

七

⑪

の幼殻は０．２８×０２１”で殻表の紋様は鮮明である。

４日目頃よりはい回るIi;jlhliQも出現し、背面より観察すると殻口部がラッパ状に広がって

いる６周口殻の形成は６日目頃より認められるが、１０日ほどたつと顕著となり図２８に

示すとおり、筒状に伸長し論明瞭な稜線がみられた。２８日目の大きさはＤ７１ｘｕ５０

湫机であるが肉眼では黒褐色部分のある白色の点として認められる。また、波板への吸着力

も強く、少々の刺激では脱落しなくなる。なお嬬この時期の貝殻の厚み（巾）は□2沈加であ

る。６０日目頃の形状は図２９に示すとおり、殻口部は五角形を呈している。なお、幼生

－５１－
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図２８局口殻の伸長した幼生

（１２日目）

矢印：周口殻上にみられ

れ稜線

,図２９６０日目頃の貝殻の形状

０

表１５サザエの成長

１
Ｊ

●

［

桝辺

４

｡

/◎

ﾉグヮ＠ タツリ 夕固り 復ワグ曰

図５０サザエの成長（殻高：範囲は最大、最小）

水温は飼育水温
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の大きさは１．６７”（範囲1.1～2.4"112）である。

摂餌員はアワビ類に比べ壷極めて少なく、波坂上で餌料不足になることは少なかった。

成長は９１日で５，５沈加（範囲２７～5ＢｍＩＬ）、２５２日で１０．８jizjIz（範囲４．２～１６．２

”l）、５９５日で１４．２加加（範囲２７～２３．１”）となる。なお詞１ケ年間の飼育による

成長を表１５，図５０に示したが、これより１年目の殼高は１５”前後であることが判っ

た。

５，生後１年以降の成長

宇野g>によれば千葉県小湊の場合や１年貝の殼高は２５．２ｍ１，，２年貝５０．７加励、５年員

７８.WiZ、４年貝１０５．９mm腿であるが、当場の飼育池内での成長は図５１に示したとおり、

１年間の飼育で１５繩、２年で５２jiUmI、５年で５０１ＩＭＩと５年間で宇野の２年員の成長しか

示さなかった。

サザエも波板の付着珪藻を摂餌後、アオサを餌F網として成長するが、サザエはアオサを

摂餌しても、アワビ、フクトコプシのような緑色を呈せず、貝殻は白灰色となる。このた

め天然に放流した場合、種苗生産稚貝と天然i､曽貝との識別は不可能であり稲天然での成長

;検討が難かしし､。

囚

Ｉｐ

;W:！

ま草､ト

爵どひ１－

､＄

fib‘1－

ＺＺン１－

。

￣

－ｺ

藁二塁ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ
ﾉ｡ト

〆ﾆｬ弓
硯

ブ
２ Ｓ年

種苗生産サザエの飼育池内の成長（殼高）

仁|;尭灘：－－]'７２年擁麓i）
範囲は最大・最小、横軸は採卵後の年数

図1５１

－５４－



鱈Ｉ
／
／

／

“'一 ノ

／
／

ノ

ノ
苛汐「．

ノ

’

ノ

／Ｐ

;Zｐｌ－
／

ノ

〆

/I
〆

Ｐ
〆３Ｄ｢．

〆

〆
’

孚〆

ン

〆
皐ｏｒ 〆

魚 Ｚ ９

〆

し
＝

尹伊

‐〆

￣

けグ
ーﾉＤｒ

￣

－ゲP￣呵

畠－－イーーィ一丁ｕ－，－－】…～が十・－F￣

史 Ｓ蕊７

図５２種苗生産サザエの飼育池内での体重増加（１９７１年採苗）

範囲は最大。最小

/の

しかし諺山口外海水試のの場合も，年'二〔は約，０加加と小さく輯また、新潟水試でも５

月末で１～３沈祁であることからや現在のような飼育方法ではこのように成長不良となるの

か否か、更に飼料面からの検討が必要である。

比較的大型個体を用いたサザエの放流時期と再捕との関係は１９６７年１０月に大島野

増地先に放流した事例では、放流時平均殻高４６．５沈加論平均体重２６．５１のものが１９６８

年５月の再捕時には殻高で１．２４倍、体重で１．９１倍に増加し”更に、同年８月の再捕時

には殻高１．４１倍、体重２．５１倍と高い倍率が得られた。

また篭１９７１年５月に大島差木地地先に放流した事例では放流時平均穀高５５．４岬、

平均体重４５．６１の､のが約５００風経過した１１７２年１月には平均殻高１．５４倍や平

均体重２５２倍繭同年７月には殻高1`６０倍．体重４．４０倍に増加した。

宇野念)によれば大島波浮港外のサヅ輿エの月間成長は４～７月がａ７沈加以上と高く命野中

等'１)によれば４～６月に急激に成長すると報告されており、放流後の体重増加傾向等は再

捕する時期によってかなり異なるものと考えられる。

従って、大島各地先における標識放流による成長比較を図５５．５４に示したが鞠この

成長を直線で表わすことには問題が残される。

仏Ｉ

‘。
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表１６標識放流と再捕状況

放 流
区分 再捕状況

１９６７１１０………６個

６８．５．.…･…４

６８．８………６

６８．，．.…･…１

６２１０．.…･…７

７０４……･･･５

７２．１………１８

７２．１．．……・１９

Ａ
－
Ｂ
Ｏ
Ｄ
－
Ｅ
Ｆ
－
Ｇ
Ｈ

野増

”

！"

『
ワ
ハ
〃
〃

１７０

１９８

９９

７４

４５９

８６０

１２０６

、

元町

"

⑨

差木地

”

７１．５

７１．５

ｌｉｉヤ
キ
ベ
下

■

ヨ
コ
プ
チ

合
埼

5鞭,

ｂ

シ
ニ
ナ
ン零
●
．

の

●

、ﾐミニク

ｏＩＯｏｗＬ
Ｉ』Ⅱ

図５５放流後のサザエの移動（１９７１年５月放流、７２年１月再捕の事例）

⑬ヤキパ下放流の再捕個数○ビパル下放流の再捕個数

×放流地点

－５７－



この８例の放流結果より、殻高５０”前後で放流した個体は１ケ年経過すると殻高７０

jizjmI前後に成長し、７０jliDIM前後の個体は１００況加前後に成長するものと考えられる。同様に

体重については５０１前後のものが９０１前後に、更に９０１前後のものが１９０１前後

に成長することとなる。

このことより、殻高５０加加のサザエの採捕を１ケ年伸ばすことにより、体重は３倍に増

加するため、漁瀧規制が即、漁漉風の増大につながる種であるということができる。

．次に、放流したサザエの移動について、１９７１年５月大島差木地放流の事例について

検討すると図５５に示すとおり約５００日間で再捕率1.9％と低いが放流地点付近で約

７０％、残り５０％が５００１１２前後移動したこととなる。また、禁漁区外（今崎鼻より西

側）への移動も考えられるが再捕報告はない。

漁場環境の項で述べるように当海域は起伏に富んだ海底であることから、漁獲されにく

い漁場と考えられ、放流地点で７０％の再捕があったこととも考えあわせると、サザエの

移動はさほど大きくたいと考えられる。

大島における主たる放流場所の概況は次の通りである。

元町コーポ浜：水深１～ろれの遠浅な海域で、海底は大』､起伏のある岩礁地帯からなり、

周辺部が砂地になっている。餌料となる海藻は比較的豊富でテングサ類・ホンタワラ

類・シマオオギ・ヒトツマツ・ガラガラ等が多かった。従って、サザエのすみ場とし

ては好適条件を樵>t_ているが覇夏期、島内最大の海水浴場・キャンプ場となるため資
源管理面からは問題のある漁場である。

差木地ヤキパ下：海底は大型の板石や職石で占められ、水深８～１２誠であるが、水面

下２～５７，９に達する調榎も数ケ所みられる。海藻の繁茂状Z）Zは良好で紅藻類が主体を

なし、テングサ漁場ともなる。また、アントクメも繁茂する。付近一帯はイセエピ漁

場でもあり零その他ニザダイ・プダイ〃テンジクイサキ等魚類の多い海域である。

差木地ヒバル下：前述ヤキパ下より、更に大型の根石や転石によって形成されている。

水深はヤキバ下よりやや深く急深である。その他テングサ漁場であること、イセエピ

漁場であることおよび磯釣場であること等ヤキパ下と同条件である。

４要約

１）サザエは伊豆諸島では三宅島以北に分布するが、漁獲量はＯ～４４６トンと豊凶の差

が激しく、平均漁獲量は１５トンである。

２）産卵期は７～９月であり、干出刺激による誘発が効果的である。

ろ）受精卵は卵径０．２５沈祁。１１時間でふ化し、４日目頃に簡萄期に入る。

４）幼生の飼育方法はフクトコプシと同じである。

５）１ヶ年で殻高１５”前後に成長する。

６）飼育結果では２才５２肌耶、５才５０fMlimであった。

－５８－
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7）放流鵬録より５０”のものは１年で７０""に、７０加班のものは１年で１００１Ｍに成長

し､体重は501の､のが,O'に､更に,、’の､のが1901に増加することが判

った。

8）飼育サザエの殼色はアワビ、フク

での放流効果調査はできなかった。

トコブシのように緑色とならないため種苗生産稚貝

(」

ロ

ｑ
凸

『
も

６
Ｊ
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太平洋側では福島県・茨城県を境

に、それ以北にエゾアワピ、以南に

クロアワピ、メカィアワピ、マダヵ

アワピが生息しているfz)(図５６参

照）。

エゾアワピを南に移殖するとクロ

アワピとの差が判明しなくなるとさ

れているが、大島にもエゾアワピ

５，７８５Kｇ（内１９６１～６５年

５．５９５K，）の移殖を行ったことが

あるが、特にクロ型に変化する傾向

は認められなかった。

伊豆諸島でのアワビの分布は八丈

島までみられるが、産業的に採取が

行われているのは大島のみであり、

最近では１９７０年に１０トンの漁

獲があったほかは５トン未満の漁猶

量である。

大島においては、図５７に示すと

おり海流・日照条件等により海中環

境を東西に２分できるが、東側には

クロアワピ（クロアワピの比率８４

％）、函側にメカイアワピ（同９０

％以上）の漁獲量が多く、漁獲する

漁業協同組合は東側は泉津、西側が

野増、差木地となっている。但し、

マダヵアワピの生息､量は少なく、殻

長５０扉を越す特大型はみられない。

生息水深は５０ｍ以浅で、一般的

に小型貝は浅所・大型貝は深みに生

息する傾向がある。更に、図５８に

（
｡

●

図５６アワビの分布
P+

[ニコエゾアワピ函S画クロ・メカイ・マタカアワピ

！

、

図５７大島におけるアワビのすみ分け
｡
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示すとおり、種による

生息水深の差もみられる。

行動は夜行性で大型岩

石や岩礁の下部・空洞・

亀裂・棚等に昼間は静止

している。餌料はテング

サ等紅藻類が主体である。

１，発生および初期成長

産卵誘発に用いる母

貝は漁業協同組合より

/０｡

鞄マ

釦
生
自
卸
劉
ｗ
合

MII

メガ〃

曲

貝は漁業協同組合より／０…ず。純
水藻

の購入によった。
図５８種類によるすみ分け水深

購入状況は表１７に

示すと赫叺１９７０年を境に以後急激に増加している。、これは１１６，～７０年の庁舎建

設に伴ない、親貝収容能力が増加したためである。また初期は泉津漁協より、後期は野増漁

協より購入しており、前者がクロアワピ、後者がメカイアワピが主体であることは前述のと

おりであり、後期野増漁協を親貝購入先に選定したのは漁場管理が行き届き、当場の希望す

る時期に希望する数量を採集する能力があるためである。

これらの母貝を用いての採卵と水温との関係は年により異なるが、２例を図５１に示した。

このことより、大島のアワビは水温２１℃を切るころより産卵に入るものと考えられる。

表１７母貝の収集状況

年

１９６６

１９６７

１１６８

１９６１

１９７０

１９７１

１９７２

１１７５

１９７４

数 愚 収集先

2６（噸

１７

２０

（中｣と）

１０

１２６．２

１０７

５０６．５

２００

泉津漁協

〃

よ'

二

IIJ

(庁舎建設）

野増５，泉津５

野増８０，差木地５６２、泉津１ｐ

野増

野増

野増１１０、千葉千倉１０

－４４－



ﾛ例

Ａ
Ｉ

ﾑﾛZ,己

！↓型乙ノ

↓

蟻

7Ｗ

Ｂ
ヱグ

巴

/９

」

残グ〃…鑑解る野′‘〃′摸，ろ嫁

図３９採卵と水温との関係

Ａ：１９６６年採卵（クロアワピ）、

矢印：採卵日

Ｂ：１９７１年採卵（メカィアワピ）

アワビの発生につい

ては猪野、の報告があ

るが、当場における発

生の進行状況は従来の

報告書と比較して極め

て早い。このことは、

水温との関連と考えら

れ、特に呼水孔形成は

穀鯏となるが、当場の

、、

Ｉ
ｌ
Ｌ
－
Ｉ
Ｌ
一
一
一
一
一
一

》
〉
對
璽
”
慰
々
鍾
葎 偽－－－－－／､出苗へ_

ｈ

ゐど８ﾉノ 夕凰ノ ぶこ
１Ｊ

冬期となるが、当場の 図４，アワビ飼育時期の平均水温（大島トウシキ、

２６年間）
飼育では１５℃を下廻

る期間が短いため篭前述のように初期成長が極めて早い結果が得られている（図４０参照）。

当場での発生および飼育の概要は次のとおりである。

受精卵の大きさは０．２５～０．２８獅扁ふ化時のＤＤｒｏｃｈｏｐｈｏｒｅｌａｒｖａｅの大きさ胸

０．２５×０．１７抓凪ＶｅｌｉｇｅｒｌａｒｖａｅはＵ２１ｘ０ｏ１１”である。４～６日で付着生活に入り、

-４５－



波坂上の付着珪藻を擬餌し、周口殻の形成と共

に殻長の伸長がみられ、１０日で0.5""、２０

日で1.0秘肌、５０日で1,5耐iiU前後に成長する（

表１８参照）。

第１呼水孔の形成は図４１に示すとおり、殻

長２０噸頃より形成されはじめ、２．４鮒'2で完成

する。との期間は水温・餌料により異なるが、

鎚鰭よそ５０～５０日である。

採卵した卵の受精率は９０％以上と高く、ま

た．ふ化率も７０％位と考えられるが聯受精卵

から稚貝に成長する過程で大巾に減耗するのは

①付着期直前、②１５日前後、③海藻への切替

期（５～５”）の５つの時期がある。

通常､"採卵はサイブゴンにより、テトロゴー

スト布を通して、１Ｃｌ‘‘５０‘のポリ容器に

２０～５０万粒の卵を､底面に重ならないように

表１８当場における発生進行時間

時間

０

１時間

１５～１５時間

４～５日

７～１０日

５０～５０日

項目

受精

第１分裂

ふ化

付着

周ロ殻形成

呼水孔形成
蟻

"熱 魁

"〆
ワ「

‘1－

ｄ･卜

オニルピル
ユヒト

／「

｡．.『ロ｡
「・JＺｊ騨嫁‘′ア圧－７

収容し、卵が沈下すると濾過海水（１JCIの精密

図４１メカィアワピの呼水孔の形成
濾過）にて５～５回洗卵し、温度を一定とする

（１９７３採苗）．
◆

ため、ウオーターパヱ中に浮かしてふ化を待つ、

洗卵が悪いと精子により卵膜が溶解することがある。

ふ化浮上した幼生は蚊柱状に集合するが、幼生の収容はサイフォンにより底面を取り去

り、０．５トン水槽に移し替える。この収容密度ほ２０～５０万ﾝ槽を目安としている。

０５トン水槽には０．５トン程度の漉過

海７k影スれ－，鹸牛彰収まずるが＿との水海水を入れ､.,幼生を収容するが章この水

位は波板（５７ｘ５７ｃ師）をたてた場合、

波板が１０c'izほど水面上に出る水位であ

る。

波板のセットは幼生収容と同時か１日

遅らせる。ｑ､５トン水槽への波板の収容

ほろ０～５０枚/糟であり、幼生付着が

みられしだい水位を上昇させる。

Ｉ

参波捷

／

Z隠面

図４２浮撒jUkl]生のはいあがり現像

－４６－



幼生の付着はふ化後４～６日であるが、この間、図４２に示した浮勝幼生のはい上り現

象がしばしばみられる。これは波板の間隙に毛細管現象により幼生が水面上にたち上がる

現象で、通気等により水面から切り離されるとへし､死する。～,…〕

波板への付着珪藻の培養は種々試みているが、あらかじめ培養した波板の珪藻を洗って

から用いる場合と、新しい波板をセグトして珪藻の種をまく方法等が主体である。また．

培養用として夜間も照射を実施している（１槽、ピタルックスＪ４ｏｉＷ２本）。幼生付着

を確認しだい流水（簡易濾過海水）に切替えるが餌となる付着珪藻の繁茂と付着幼生の摂

餌とのバランスがくずれると大量へい死となる。

初期へい死個体の殻長組成は図４５に示すとおり、穀長,0.5～0.8UM1mに山がみられる。

この大きさは表１９よりふ化後１５～２０日の個体であり、餌料不足Iこよるへい死とは考

えられず、逆に餌の繁殖が強く、このため種々の生理的悪条件が重なりへい死したものと

考えられる。

稚貝の成長に伴ない餌料不足が顕著となってくるが、函４４に餌料不足と考えられる時

期に波板より剥離し、アオサを投与した成長を示したが、アオサにはすぐ餌付き．成長も

急激に上昇することが判った。但し、この大きさでの剥離は人手を大量に要するため、極

力波板飼育を続けざるを得ない。

この時期に原海水を使用するとチグサガイ・キサゴモドキ等の軟体動物や付着性橋脚類

が繁殖し、餌料不足の原因となる（

表１９当場における平均成長

｡

０

１９７２，７３採卵の事例）。

橋脚類のディプテレプク〆による駆

除も試みたが（１９６８，７２年）

これら競合種の問題は濾過海水を使

用することにより解消した（１９７４)。

波板上の稚貝数については検討事

例が少ないが、2,,1の大きさで千単

位、その後、急激に減少し、１１．２

噸で７５個/枚（４９～１２５個、

１９７５採卵）、１５”で５０個

（Ｏ～１５０個、１９７１年採卵）

となる。

■
や

－４７－



稚貝の剥離は年により異なるが

一応、餌不足の時期に行っている。

剥離はMs222を便瀞したこと

もあるが（１１６８採苗）ほとん

ど手によってい゛る。剥離後の稚貝

はトリカルネットを用いての生誓

式養成を行っている。この容器の

大きさは０．５トンZk槽に収容する

場合とコンクリート水槽に収容す

る場合とで大きさが異なるが、収

容稚貝数は５，０００個／トン以内で

ある。

収容稚貝にほシェルター（付着

板）を入れている。これは飼育時

の隠れ場となると共に麺.放流時jこ

はそのまま海底の岩の間に固定さ

せることを目的として種々考案さ

れている。餌はアオサを主体とし、

ハバノリ等も投与し、５～８月を

目標に放流を実施する。この間の

選別は２～５回喜大小別に区分け

が行われる。

放流に期間がかかるのは放流を

当場職員が実施しているため制時

間的制約と島から島への運搬であ

るため天候の制約が大きいためで

ある。

以上、採卵より放流までの作業

を要約すると表２Uに示すとおり

であり、１９７１年以降（前球、

第４期以降）の採卵および放流サ

鋒
鋤

Ａ

■ 溌々Ｎ＝領国

えり

Ｉ
'□

轡

擁
釛

国

Ｎ＝ノムａ 掌｡

ヱヮ 曰

｣‘

｢-Ｆ

ａｄＨＺａ轆廃凸４２A。／ＬｚＡ鋲孔愚纐墨Ｃｌ？71.7Z

図４３初期へい死稚貝の穀長組成

Ａ：メカイアワピ…Ｂ：クロアワピ

》
蕊
７
る
み
・
廷
・
夕

皐
〆
○

万

／
〆

ﾑ'
丘

ザ

▲f･=びり都
Ｐ

ｒ

か】

ゾロアゲぷご
－４Ｆ

ゲァーナーリ

/○えびぶり鋸のご海㎡ロブ抄厨ロタhク日

Ｑ
■

図４４餌料による成長の差（１９７４採卵）

点線：波板上の成長

実線：波板剥離、アオサ投与の成長

－４８－



イズ生産状況を表２１に示した。

表２１放流サイズの生産状況

稚貝数

m~盲丁藪~｢耐読蔚ﾘﾆ７頁
誘発期間 誘発方法 卵数又は幼生数種類

中間計数

１Ｍ9

11ｎ

11ケ

11/1５

干出

千出

自然

自然

卵８０～１００万

５０～７０

１２０～１４０

２００

１１７１ メカイ

メカイ

クロ

メカイ

況加

７０（5.8）

庇､『

1，０００（2.5）

'27～聡
GB

●

４，０００(18nＷ 5．０００

干出

千出

４

吻
堵

１
１

１９７２

１%,～2/:１
１９７５

１%８～'1'2５

１９７４

５００

出
出
一
出
出
出
出
線
綿
綿

千
千
一
千
千
千
千
紫
紫
紫

外
外
外

幼１２０万

４５０万

尻風

４０万（2.5） ５０，０００

７
４
５
７

２
９

昭
雌
吻
随
靴
謁
落

１
１
１
１
１
１
１

幼ｏ､１万

１４

２１０

５５

３００

２２０

９０

メカイ

メカイ

メカイ

メカイ

クロ

グロ

グロ

１％６～'約

力、

４０万（２．５） 未定

－４９－



表２０種苗生産作業内容一覧表

鷺 客小項目項目

母貝 購入時灘

購入i：数量

飼青方怯

飼育密度

給．餌

熟度判定

採卵後の処理

６～１１月

２００Ｋ'

０５トン水槽にバラ入、濾過海水

，O1iil／ﾄン生残率，０％

５日に１度、イソモク５Kg／トン

肉眼

売却、一部継続飼育：

勺

Cｌ

冗】

hﾖ

１１～１２月（盛斯、１１下7句～１２－１ﾆｮ旬）

干出（１～２時間）

紫外線（２４～48`／h、６水槽に分水）

紫外線の場合、クロアワピ７割

メカイアワピ４割

１０～３０‘容器に２５～５０万粒の卵を入れ諭

糒泌鵬過海水にて５回洗卵

卵……底面５ケ所、１㎡の計数

幼生…０．５トン水槽収容後、１００ＣＧビーカー採集

０．５トンパンライト槽

４００～６，０個／』

幼生収容直後、又は一昼夜経過後､通気､室外はビ

ニール・シートでおおう。

６０枚/トン幼生付着しだい水位｣二昇

飼う1<足にならないかぎり移動せず

ピタルックス昼夜投光

産卵誘発 時期

刺激方法

誘発結果

ふ化までの取扱

計数方法

採苗.；水槽

幼生収容密度

採苗器投入時戦

採苗

ﾛ

採苗器投入方法

採苗器移動時期

採苗器への餌l(jl増殖法

－５０－



項目 '｣、項目 内容

大型珪藻（メラシラ）、シオミドロ類の除去

1）別途培蕃波板の投入

幻半日止水にしての珪藻投入

5）餌料切替（アオサ）

櫨過海水ならば問題生ぜず

初期１８ｏｚ／ｈ→１，日後５４０’／ｈ

ｌＯＯ～１５０個/枚（殻長５噸）

採苗後の波
板管理

養成初期

餌料不足対策

⑤

餌料競合生物対策

０

流水量

波板上の
適正稚貝数

時期・大きさ

方法

生残

１枚当り生産数

稚貝の剥離 ５月６～２０噸

手、大中'｣､選別

幼生からの生残率０．７％

２，１０～1，５６５

１５”Ｏ～１５０（平均５０個）

黒色トリカルネヅト（Ｐ０ｘ５０ｘ５０”）

５．００，値しトン

塩ピ

アオサ、アントクメ

５００’／ｈ

８０％（５月剥離、６～７月放流）

２０ｍ

稚貝の飯育 飼育槽の型状

稚貝収容密度

稚貝付着材

餌

流水量

剥離から配布
までの生残

放流稚貝の大きさ

公

-５１－



2．生後1年以降の成長

当場における飼育

による１年員の大き

さはメカイアワピ。

クロアワピは平均殻

長５０”、マダカア

ワピは５５HhlMである。

１年以降のコンク

リート水槽内での流

水による飼育は成長

が悪く１９７１年採

苗の事例でば２年目

の大きさはメカイア

ワピ５０繩、同クロ

アワピ４５ｶmであっ

た（図４５参照）。

１９６８年採苗の

事例ではポリピクに

稚貝を収容し、飽食

量を与えるようにし

て波浮港内に昂下し

た。飼育結果は表２２

に示すとおりであり、

成長を図４６に示し

たが、１～５月の殻

長の伸長は１ケ月

０．５”であるのに対

し、４～９月は１ケ

月ulwwizと伸長しな

くなる。この時の飼

育では餌料が種々変

押切

煙寺か

解り

３０

』1W

餌2｡

” ごI

/‘

盛iri／
の

多年ノ

図４５種苗生産アワビの飼育池内の成長（殻長）

ｏメカイアワピ、゜クロアワピ、範囲は最大・最小

iillP卜。 /録

F■二ＩＨＩ
ｊＯｒ '1１

､

ｊ５４ｐｒ Ｈ１ロ

念ｏｌ－
”

Ｏ－－－－－－Ｃ－－
－－

■

ごロ「 ￣－゜－０
、

、
、

、Yぅ

命

１

｡i擁.?)。.,/,黒;笏.1．・ず`学:←.`ざづご'ｧ・月
`Z,

■

Ⅷ図４６波浮港内生賛での成長

．生残率、，－成長（殻長沁

．－‘放流貝の成長（殻長）、範囲は最大・最小
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表２２アワビ飼育蕊例（１９６８年採卵、クロアワピ）

個体数｜総重量ｌ投餌量｜ﾍﾟﾊﾀE等年月日

餌
妙
秤

干
．

サ

投
識
が
〃
〃
〃
”
〃
〃
”
”
”
〃
ン
力
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃
”
対
〃
”

ア
ワ

テ
ワ

繧
矛

蝿Ｉ
９
５
０
０
０
８
３
８
２
７
１
４
８
８
３
８
６
５
６
０
５
０
６
０
１
５

１
２

Ｅ
２

１
１
２
２
５

１
２
２

１
１
２
２
５

月
８
２

年
硯

職が へいﾀ鴎：

アオサ，o;

５０

１２２．４ハパノリ４００

２５０

２，０

１８４．７アォナ５００

ｱﾝﾄｸﾒ千５０

”５０

アソトワメ１００

〃５０

”１００

アオサ７０

アソトクメ７０

２５５７〃２７０

〃１００

〃２００

〃１７０

ヶ１５０

ﾃﾝｸﾂｰ２００

アオサろ0０

２７１１ﾃﾝｸﾞﾂ･１０、

アオサ５０

２６６ロアシトクメ１００

”１００

１５５８〃１００

５９５１６ダアズサ２ダ

ワカメ千．５
■O■.

〃１![）

〃 １５

〃 １５

〃１５

〃 １５

〃 １５

〃１５

５０．４，．５〃１５

〃１５
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ってお【九とれらのことも影響していると思われるが詞１～５月はアオサ゜ハパノリを与え
■

た期間である。また覇歩減りは８～９月の高温期に多かった。

表２５人工稚貝の放流と再捕状祝

流放

再捕状沢区分種類｜鋼W年月日〔．、
年月日

Ａクロアワピ６８．１１６ＲＧ

Ｂメカイアワピ７１．１１７２７

０）〃７２．１１７５．４

場所 数量

''９３F:1期r::::眼AIH；値
７５，６…･………･･１７
７４．７…………"…１０

津
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町
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根
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泉
式
元
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４８１ 、

７４５……………５
■

７４．７…"･…,｡…２８

４０Ⅱ'〃

TＴ
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ひ
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q●.

区'４７種苗生産稚貝の放流後の成長（殻長）

Ａ～Ｄ：表２５参照、点線は飼育による成長

ａ
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波浮港内にて飼育を開始したと同時に大島泉津の天然タイドプールに放流した稚貝では特

に４月以降飼育ものとの差が大きくなった（図４６参照）。従って、育つ環境によって成長
くり

には大きな差ｶﾐ生じると考えられる。

種苗生産稚貝をフィールドへ放流し、１年以上経過した事例を表２５に示す４例について

検討した。Ａ・Ｂは１年未満殻長２，１伽での放流であり、０．，は１年以上飼育し殻長５５

iwiz以上での放流である。

この結果、採苗７ケ月後に放流したＢの場合が２年風６５“に、５年貝で減，OwwVu前後に

成長したことが判り、最もよい結果が得られた。逆に、２０ケ月後に殼長約４０柳で放流し
Ｐ（

たものは２年J属し４８”、５年貝では７０”前後となり、前者と２，５年員で常【こ２０那凧の差

が生じた。…

従って、図４７より飼育期間が長いほど天然での成長との差が大きくなり、成長の遅れた

ままの状態で放流を行った場合、やはり成長の遅い状態で推移すると考えられる。但し、放

流サイズ'こづいては更に検討が必要であるJ5）．
~・点02.

また、Ｂの事例lこよれば４年（放流後約５年）で制限殻長１１・師を越えると推定される。

次に、１９７０年７月に三宅島坪田漁協が三重県鳥羽より１８，０００個の種苗を放流し、そ

の後４年間追跡した事例について検討すると、放流後２年目より制限殻長を越える個体がみ

られだしたが、平均殻長が前述の’１“を越え髭のば４年目で･あ･った6.
.ＡＩ『.:-.`.`･

放流種苗は５年貝と推定されるｶﾖと

の推定が正追い,とすると商品サイズに

；

口

蜘
侭

なるのに実にﾂ年間を要したこととな
・,,舞競

る。

しかし、この検討には２つの不確実

要素がある。１つは放流種苗が前述の

ように成長の遅れた群ではなかったか

（５年貝とすると成長は極めて悪く、

２年貝では良すぎる）、

iゴキ
世

？
＆

ノユＳ梁

今１つは調査方法であるカミ、アワビ教流鍾過年歓

の生息場は１～２年風ではフクトコプ・
図４８坪田地先での放流後の成長

沙と同じく転石の裏側等、比較的再捕．．． １１恥は制限殻長

部じ易い場所であるのに対し彌５年貝以

上では大型板石の亀裂、間隙等に移動

－５５－



するため、専業者以外では発見率が特に大型個体について非常に低くなることである。今回

の三宅島の調査でも１～５年は当場職員による再捕（２人１時間）．４年目は専業者による

再捕（１人５０分）であり、再捕個数は１年目１９個．２年目１１個、５年目２８個、４年

目２１値であった｡

これらのことから図４８に示した成長は伊豆諸島における正常な成長とは考えられない。

なお、図４７に示した放流場所の概況は次の通りである。

Ａ：大島泉､津、泉津港東側防波堤の外側に位置し、熔岩流により囲まれたタイドプールで

ある。岩礁の低い部分より波浪が入るほかは特別の通水口はなく、プールの大きさは長
｡マU

さ２０?７０，最大巾５．７ｍ、表面積４１㎡、最大水深2.5ｍ、容積約６１トンである。
｡▽?-』

海底地型は亀裂が南北に５本走るほか、洞穴・転石・堅穴とかなり複雑である。海藻

類は極めて貧弱で、無節石灰藻および微小藻類の生育がみられるのみであるが、沖がテ

ング炊漁場であることから、寄り藻の入る機会は多い。

動物相は貝類としてバテイラ・クボガイ・フクトコプシ・メカイアワピ．エビ類とし

てサラサエピ、魚類としてギンユゴイ・ニシキベラ・カエルウオが認められた。

Ｂ・Ｄ８式根島ジノサンショネ、式松島南東部に位置する御釜湾の湾奥部である。周囲は

急峻な崖に囲まれ、陸からの交通路はない。

水深６ｍまでの海底は２～５ｍの大型転石が主で、その間に転石や砂が認められた。

６ｍ以深は石の大きさも小さくなり、更に沖は砂地である。岸近くにはハリガネ．シワ

ヤハズ等がみられるが、水深６加以深にはアントクメの群落もみられた。貝類はギンタ

カハマ・バテイラ、ヒメクボガイ・ウズイチモンジ・コシタカサザエ等が主体で、その

他、ボウシュウボラ・カコボラ・ゾノキフデ等肉食大型巻貝も認められた。

Ｏ：大島元町ナガネ浜沖・元町桟橋の先端より西北西へ約５５０ｍ、水深は約８ｍである。

との地点一帯は元町漁協がイセエピ礁を投入しており､…海底地型は沖に向ってなだらか

な下り傾斜となるほ雪平担な岩礁地帯で、各所に海岸線にほ蛍平行に溶岩流によって形

成された幅１～５ｍの縦溝が走っている。この縦構内は浅い漂砂に被われている。

海藻相は比較的豊富で多年生の紅藻類が主体であるが、その他アントクメ・シワヤハ

ズ等も繁茂している。

､

◇

５．１９７４年の放流

１９７４年の種苗放流は１１４千個であり、島別内訳は大島，千～新島１千、式根島５千、

神津島２千、三宅島５千、八丈島１千、小笠原０．４千個である。

放流は水産試験場職員がスキューバ潜水により、付着器（塩ビ管等）につけたまま、石の

間等に固定した。従って、放流作業中の魚類による食害はなかった。

放流場所は原則として水深’０机で適地を選定した。この理由としては海底が波浪に対し

て安定していることと、夏期観光客等に採集されないためである。．

－５６－



１０”の海底はいずれも

岩盤で稀転石力;i適当に散在

し、動物種としてはウズイ

チモンジ・ウラウズガィ、

海藻種としてはテングサ．

タマイタダキ等の生育場で

あることが多かった｡、

放流個数は５月１ケ所１

千個、６月４ケ所6.4千個、

７月４ケ所９千個瀝８月な

し壷，月１ケ所１千個笹

１０月なし、１１月１ケ所

１千個であいこの間篭４

回測定を行ったところ毒５

月平均殻長１１．２Im1iiz（範囲

５０～１２６iﾘＷｉＺ”Ｎ－５０）

６月平均殻長１６．５１１１秘（範

囲ズ６～２６．２純、Ｎ＝

１０〔|）、８月平:均殻長

１６．６耐wil（範囲１０８～２６９

ｉｉｗｉｚＮ－５０.）、，月平均

殻長１ス４砿"（範囲１ｚ､５

～２６６”、Ｎ－５０）で

あり、図５０に示すとおり、

従来の成長線にくらべかな

り低い値となる。とのこと

ば、放流用種苗選別のさい

に、大きなものから選別し、

放流してゆく臣とによると

考えられ、この為６～９月

の間の放流種苗はほほ同じ

=墾
神議島

ノ。

石

_Ｚ

式

３

段
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図４，種苗生産稚アワビ放流位置図（１９７４年MiX流）
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図５０放流種苗の大きさ

Ａ：野増放流分、Ｂ：三宅島放流分、Ｏ：糠津島放流分
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大きさの貝が放流されたこととなお。

なぉ、図４８に示した放流場所の概況は次の通りである。

ｉ・大島元町ナガネ浜沖：図４７の説明参照

iＬ大島野増玉の浜：やや急深で、各所に大根があり、その間に転石が数多く散在し、その

間に砂礫がみられる。水深は８～１０郡で、地先一帯は優秀なアワビ・プクトコブシ漁場

であり、海藻類憾主としてノコギリモク，アカモグ等大型褐藻が目立ち、下草は比較的少

ない。

iii、大島差木地送信所下：フクトコプンの項参照

iV・大島泉津港ロ：海底地型は根石が点在するほかは０．５～１蹴の大きさの転石で、水深臆

５～４”であ愚。海藻はほとんどがテングサで塩その他ハリガネ・キントキ・アヤニシキ

等であり、貝類はフクトコプシ、サザエ、アワビの生息がみられた。

ｖ‐新島若郷：放流場所は湾のほSF中央部で、海底は起伏の多い岩礁帯となっており、付近

！こ「牛の背」と呼ばれている樵がおる。付近は転石も多く、付近一帯はフクトコプシの生

息量も多く諭アワビもみられる。水深５１汎前後で紅藻類が一面に繁茂している。

V[式根島ジノサンシ雪ネ：図４７の説明参照

Vii,式根島釜下：式根島の南東に位置し、西に足付湾、東に石白川、さらに大小いくつもの

飛板に囲まれた比較的広大な湾毛ある。

海底は臓漢平担で、ところどころに転石もみられるが諭固着し、動かたい石も多い。ま

た静岩礁の随所Ｉこ大小の幾つものくぼみや亀裂がみられた。水深は８～，脚で紅藻類の下

草やノコギリモク等の褐藻類が繁茂する場所である。

Viii，神津島前浜カズラ：海底は岩盤で大型の板石（飛根）が多く認距岸２０帆以内は大小の

転石が散在しているが、それより沖は大石が多くなる６また水深１０梛以深には台型魚礁

が投入されている。

貝類ではウラウズガイ・ウズイチモンジが多く、フクトコブンの生息量は極めて少ない。

藻類はマクサ・タマイタダキ・シマズーオギが多く、水深８～１，”前後より沖に繁茂して

いいた。

iX“三宅島阿古富賀浜：三宅島の南西に面し、若宮鼻から間鼻の間にある入江で岸感大きな
玉石場であり、沖には大丸島という巨大な飛根がある。海底は岩礁地帯で、転石は比較的

少なく覇また、造礁サンゴの生育場であり識固着して転石不能の石も多い。水深は’０～

１２獅である。

・海藻はアカモク・ウミウチワ・ヤハズグサの褐藻類が多く、その他種類も豊富である。

貝類ではウラウズガイ，フクトコプシ・ベニシリダカ等が穂また、その他動物ではタコノ

マクラ・ムラサキウニ・パフンウ二等が多かった。更に造礁サンゴの生育は綴･豆諸島随一

の場所である。

ｘ‘八丈島三根ブカミノ：神湊港のﾀＭＩＵＩで水試の試験漁場となっている。水深は岸でろ～４

腕であり、沖の７～８郡では砂地となり板石が点在する。放流水深は６郷で、この付近一

帯はフクトコプシ漁場であり、大小の転石が多く蕊転石上にはシマオオギ．オオプサ等が

生育している。，．．

治

駒

IＨ

Ｕ

■□
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4．要約

１）アワビは伊豆諸島では八丈島まで分布するが、漁獲は大島のみで５トン前後である。

２）産卵期は１０～１２月であり、干出刺激による誘発が効果的であるが、紫外線照射の方

がより反応率が高い。

ろ）受精卵は卵径ｕ２５""、１５時間でふ化し､、５日目頃篭葡團期に入る。

４）幼生の飼育はフクトコプシと同じである。．.

５）呼水孔の形成は４０日前後、殻長2.4ｶWnである｡．．

６）１．年間でメカイアワピ・クロアワピ５０〃iii、マダカアワピ５５“に成長する。

７）減耗時期としては波板への付着直前論１５日前後、海藻べの切替期の５段階がある。

８）収容密度等飼育技術については表２０にとりまとめた。

，）商品サイズ（制限殻長`１１”）には４年で達する。

10）種薗放流は水深１０榊前後のテングサ漁場にて実施している。

▲

面

．’

■

巴

子

Ⅱ

l■
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Ⅳ論議

１．種苗量産技術の検討

種苗の量産を軌道に乗せるには技術的には大量採卵技術の確立と初期幼稚員の減耗防止

が解決されなければならない問題である。．、

大量採卵については、フクトコブシ・ﾂｰﾂﾞﾕｴ・アワビの卵は切り出しによる受精が現在

のところ不可能であり、放卵させる必要がある。放卵させるための技法としては各種薬品

での試験結果もあるが、結局、温度・干出刺激が有効であることが判明した。但し、この

技法でも望む時に望む量を得ることには種々問題が残されている。ところが最近、新しい

技戯とく,勇紫外線照射による誘発披徴'動が開発され.当場でも’’７４年のアワビ産
卵期に実施したところ、クロアワピについて、７割以上という高率での反応がみられ、採

卵技術は大巾に飛躍した。しかし、メカイアワピでの反応率は低く、更にサザエ、フクト

コプシに有効であるか否かは今後の問題として残されている。

初期幼稚員の減耗防止方策については、２つの方法力毫えられる。

１つは減耗防止策である。減耗時期としては付着期、付着後１５日目頃．餌料切替期の

５段階があるが、このうち付着後１５日頃に焦点をあわせると、殼長U8jIm前後であり、

この大きさでのへい死は餌料不足とは考えられず、むしろ、稚貝の付着面が餌料上である

ことから生理的トラブルが発生しているためであろう。

この大きさから1.5jIwmにかけての波坂上の付着稚貝数は千の単位であり、３脚に達Fj-る

までに数十の単位に減耗する。との間の対瀧としては餌料の培養速度をセーブさせること

も必要であるが、現在使用している波板では不可避な問題であり電波板に巷ろ付着板の開

発が必要である。

波坂上での飼育の場合５伽加以降は餌綱不足が生じてくるが、この間に好適な水温と-'一分

左餌料を供与すれば成長はその分だけ早くなる。このため､日間成長量は試験時の環境により

常に異なっている｡現在までの種苗放流知見を総合すると、より早く成長したものはその陵

の成長もよい結果が得られている。従って短期間により成長させる必要があり、各種の飼

料効率の検隷…"”.更に人工飼料をも含めての試験は有益である。
今一つの方策lま初期減耗を当然のものと受けとり、その前提のもとになす対策である。

つまり、幼生を付着させた波板敷の増加であり、新しい付着器（波板）の開発には時間

を要することから、当座この方向に進むしかない。このためには波板の数を増加させるこ

とから当然収容池の面積を増加させる必謡がある。但し、当場の施設は限られたものであ

り、施設面での拡充を考慮するには種々問題があるのみでなく、放流種苗まで育ててゆく

－６０－
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には人件費も大きなものとなってしまう。

従って、との打開策としてば、受入側の漁業協同組合が施設の一部を建設し、波板に付

着した状態から放流サイズまで詮自分達で管理する方法であり､このための施設を中間育

成池と呼ぶこととする。中間育成池の規模..構造については別途検討したいが、より小さ

いサイズで中間育成池に放出が可能となれば、より多量の放流種苗が生産できる。逆【こ、

採卵期間を長くすることができれば、より大型の付着幼生を中間育成池に放出することが

でき、中間育成池での飼育はより容易となる。

但し、いずれの場合も中間育成池の稼動期間は１２～６月で．周年稼動ができないため、

４～５月頃の早期採卵も実施する必要があ課塁簿図１０に示す水温から考慮しても実現

性は高く、このこと鱒より、アワビのみでの周年稼動も可能である。

２．場の検討

（１）生育場の検討

天然における稚貝の生育場は浅い海域である力蘂際の放流は水深１０獅線にて実施し

ている。これは稚貝の生理や生態面より決定した水深ではなく、人為的に決定した場で

ある。

伊豆諸島でも例えば式根島神引湾のように種場と考えられる場所がある。神引湾は湾

・口が北西に開き４～９月の東寄の風【こは全く影響されず、１，～５月の西寄の風にも湾

の西側に突き出す袴崎によってさえぎられている。この湾の水深１～４擁は転石帯であ

り、フクトコプシの数は極めて多いが小型である。このことは幼生付着期が５～５日で

あり、この間の潮流が穏やかで、島の内側に入り込むような地型が稚貝をふやす種場の

１つの条件と考えられる。従って、幼生が沖に流失するのを防ぐために導流堤を造るこ

とや、前述の波板の改良が可能ならば採苗器として産卵期に昂下することも考えられる。

更迄、１年間を考慮した場合、波浪からの保護寒漂砂からの保護は防波柵やコンクリー

ート礁の投入によることも可能と考えられ、このように天然での場に手を加えることに

より資源を増すことも取り組.む価値のある施策である。

（２）放流場の検討

伊豆諸島の場合、放流場はテングサ漁場である場合力参い。過去の報告ではテングサ

の餌料価値はアラメ等の褐藻類に比べて低くなっている。しかし、５年以内の放流によ

る成長を調べた結果では他県の事例に劣る成長とは考えられない。このことは、従来の

餌料試験が単一種を与えての水槽内での成長比較が主体であり、天然の場ではテングサ

漁場であって、テングサのみを擬餌するのではなく、微｣騨類を摂餌している場合も多
－６１．－
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<、これらの点も考慮する必要があろう。

.,４年以降の成長については三宅島坪田の事例しかなく詞更に検討･が必要であるが、今

後、各漁協での口開けが実施されれば、これらの点も解明されよう。その時点でテング

サ漁場での成長が他県に劣るようならば適種飼料海藻の移殖､､増殖方策も検討する必要

〃・がある。」．.;'・化

.‘．種苗放流後はアワビａ５年、フクトコプシ1`５年の禁漁が必要である。三宅島坪田の

事例のように４年間禁漁した結果ブクトコプンが転石よりはみ出すほど増殖しており、

‐フグトコブ滅鞍主体に考えた場合、期間が長すぎたようである。従って種苗放流を実施

．しない場合、プグドコアシの禁漁期間ほ２年が適正と考えられる。

但し、この漁場にアワビ種苗を放流した場合響２年では殼長７～８c加であり商品サイ

ズに達しない。従って、漁場行使については輪採制の導入によるi禁漁期間の延長と効率

的採集を実現させることが必要であると共に趣更に一歩進んで種苗放流を実施した場合、

汁現在の殻長制限が妥当か否か再検討が必要である。その前提として、栽培漁業の実現は

~；…漁業形態をも替える発想の転換も必要とするからである。

なお、サザエの種苗生産については次のような問題がある。

１１｢種苗生産し､水槽内で飼育した場合12ケ月で殼高１５沈１１２にしかならないので､施

…．’設の効率的活用ができない。

.！…Ａ(2)・種苗生産稚貝と天然稚貝との外観上の差異がないので爾放流効果が確認しにくい。

～バー（アワビ。フクトコプシ憾殻色が緑色を呈する。）

.（３）天然.でしばしば大発生がみられ、`殻高５c加のものを１年採捕しないと体重で５倍に

、籏溶など漁業規制で顕著な効果があらわれる。

（卿岩の表面に生息ずるため、将来予測されるイシダイ等魚類の増殖を実施した場合こ

れらの癖と獲る`てしまう恐れがある。

YTT

ロ

△

jｌ
缶

次に、アワビの放流の場合可アワビの生

息しない地域に放流することの良否が問題

:と癒る。その顕著な例として八丈島の場合

､を考えでみた。

.～黒潮職三宅島と八丈鳥の間をほぼ周年流

･去しており、黒渤をはさんで南北では生息

,『ずろ種類にも差があるのは当然であり、黒．

－６２－
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図５１八丈島産アワビの殻長組成



潮の夕ＭＩＩにはアワビの分布は非常に少ない。

八丈鳥にて採捕されたアワビは１９６７～７４年に八丈分場が記録した個数は１８個

（クロアワビ１１個、メカイアワピ７個）であり、これらの大きさを図５１に示した。

この結果彩数は少ないが八丈島で十分成長していることがうかがえる。この場所へアワ

ビを放流すれば成長は期待できるが二次生産は望めないと考えられている。但し、種苗

放流を継続することにより資源量が増加した場合池適水温が形成されれば二次生産を期

・侍することも可能となる。１９６０年以降のアワビの産卵期（’１．１２月）の黒潮の

流路を調べると１１６５、６５，６１，７０年は伊豆諸島に冷水魂が形成ざれ電黒潮は

八丈島の南を迂回している。このような年にはある程度の資源量があれば二次生産が行

われると考えられ、八丈鳥への種苗放流も有益であろう。また、このような天然アワビ

の生息の少ない場での放流は栽培漁業の大担な発想の展開力面可能である。

5．将来の展望

１，２において地貝類に関する栽培漁業展開のための技術論を主体に論議を行ってきた

が、栽培漁業実現に対して'はあくまでも水産試験場は補｡佐的立場にあり噺主役臆漁業者で

あることば論を主たない。．

即ち、漁業者自身の手によって、いわゆる「たれつくりから収獲まで」一貫した生産体

系を確立するのが栽培漁業本来の姿でおる。

Ｚ

、ロ

この考え方に立った水試の取り

組み方は完成し委譲できる技術か

ら逐次漁協に手渡すことであり、

やがてはすべてが漁業者の手によ

って行われることを期待したい。

との技術委譲順位として、図

５２に示す５段階（前・中・後期）

を設定してみた。この結果技術委

譲の段階が進めば進むほど尋水試

採卵 幼生飼育 中間育成慶分 放流

垳瀦i;Ｚ

蕊蓋
`:;５Ｊ三;;FiiF3現状

fEZl;芝;!:;前期

1:ｉｆ段;1ｺﾞ;h２中期

後期
。

図５２種苗生産に対する水試の取組方策

厩FiFZ1水試の取組に＝]漁協の取組
弓

は次の飛躍のための技術研究瞳割愛する時間的余裕が生ずる。

また:､栽培漁業の本質を活かし乍ら、別の形での島民経済への利益も考えたいところで

ある。例えば来島する多くの観光客を対象に雨人為的に貝類を増殖した磯を解放し、潮干

狩的な磯遊びを提供す鼠こと等も即座に実現できる事業であろう。海は漁業者のものであ

ると同時に国民みんな(D財産として親しみと共lこ鰯if【Ｉ資源)０籍えてゆく施策も必要ではなかろうか。
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Ｖ本文に収録した当場の報告書一覧表（貝類関係）

艀醤垣番号

東水試月報７

東Ｉｋ誌這汗1１１６０

題 共同研究者 備考

八丈島産フクトコプツの生態について

浅海増殖開発事業効果認定調査－１

同上－２（57.58年度）

伊豆大鳥に鮪けるエゾアワピのimiI殖効果

浅海増殖開発事業効果認定調査－５

同上－４

同上－５

磯根資源調査報告（４１年度）

同上（４２）

同．上（４５）

フクトコブシ産卵誘発試験

フクトコプシ資源調査－１（坪田）

同上一Ⅱ（坪田）

同上一m（坪田）

同上一Ⅳ（坪田）

フクトコブンの生態

サザエの産卵誘発試験

倉田

倉田広瀬

倉田広瀬

倉田広瀬

倉田三木、広瀬

倉田三木、広瀬

倉田三木、西村

山畿鱸:蟄蝋f伊藤

伊藤fii;riXF謀繁露

伊藤鼈fk蕊z蒜ii叢ｉｌｌＩ;;瀬
西村・三木

西村伊藤

酎寸伊･藤

西村伊藤

西村伊藤

倉田

西村三木

西村三木

西村．三木や伊藤．塩屋

西村山峯、吉田、斉藤

西村吉田、斉藤

斉藤仲村、上田

水産増臘
１４(1) r=

東Zki試遁刊１６７

〃 １７０

〃 １７９

〃 １７Ｒ

ユ

〃 １９０

ノゾ １９２

やし:1s;躍報２１

〃 ２２

〃 ２５

〃 ２６

〃 ５２

分場;=1-:ｽ(４１．１）

〃（４１．９）

芭

ﾖハ

〃（41.10）

東水誌通ＦＦＵ１９７
増殖業績４０８

増殖業績４１５

アワビの産卵誘発試験

フクトコプレの増殖について-Ｊ
発生と初期成長

フクトコプシ成熟度調査

日水誌
５５(4)

傷トコプシの薬浴試験

●

三宅島瀕F田:tMj5iEにﾗＩ〃i:【さ】'uたアワヒZこついて

〃．４１６

〃 ５０２

－６４－



取まと
め箸

番号

増殖業績５０８

" ５１５

題 名 共同研究者 倫考

蓄養殖猟場開発資料（式根島）

フクトコブシの増殖

式根島カンピキ湾のフクトコプシーＩ

泉津に放流した人工稚貝の成長

移殖サザエの成長について（元町）

西村・山峯蕊吉田

塩屋西村

吉田山峯、西材

西村吉田、斉藤

吉田山峯、西村。斉藤

西材伊藤

西村山峯、吉田、斉藤

西村

斉藤仲村．、上田

西村

吉田山峯、西村

西村

吉田山峯輔西村

西村山峯、斉藤‘

斉藤仲村蕊上田、

吉田山峯誘西村

斉藤仲村、上田

吉田山峯、西村・

西村

西村

吉田山峯、西村、斉藤

吉田山峯、西村、斉藤

斉藤吉田、上田

養殖
４月号

〃 ５１Ｅ

〃５１６

" ５１７1

水産増殖
１７(1)

フクトコプシの摂餌について

大島差木地地先におけるフクトコプシ
の後熱成長について

大島分場における種苗生産技術の現況
と漁協の受入態勢について

移殖アワビの成長－，（三宅島）

'7 ５１８

⑨

〃 ５２２

〃 ６Ｕ１

〃 ６０７

〃 ６０８ 伊豆諸島の主要磯根生物とその生態

式根島カンピキ湾のフクトコブシーⅡ

アワビ種苗生産技術研修および管理漁
場視察について

式根島カンピキ湾のフクトコブシの移
殖放流について

利島におけるサザエ漁場管理方策に関
する調査

移殖アワビの成長一m（三宅島）

式7恨島地先における種苗生産アワビ稚
貝の放流について

種苗生産稚貝の放流について

６１２

東Ｉｋ試瞳､１２２６
増殖業絞６１７

増殖業績６１９

" ７０８

″ ７０９

〃７１０

ﾉﾉ ７１１

式根島カンビキ湾のフクトコフシー、

栽培漁業の将来のために

クェ鼠貝類の増殖に関する基礎研究

大島差木地地先におけるサザエの成長

種苗生産アワビ稚貝の放流（元町）

移殖アワビの成長一Ⅳ（三宅島）

〃 ７１２

？

大島支庁４９号
増殖業績８０１

増殖業績８０７

〃 ８０８

” ８０９

〃８１５
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番号｜巖鈩 名ｌｌｌＩ篭 共同研究者 備考

…飢`式……ｸﾞ…-〃|蕾．
"８１７式7t長島栽培モデノ1ﾉiii錫における成長－１吉田

〃８２２伊豆諸島のブークヰコブシ 西村・

"８２６フクトコプジに関する資料零こついて回答:斉藤

〃９０５大島元町栽培喝プル漁場における成長吉田

“９０６アワビ礁効果判定のための調査吉田

〃９０８移殖アワビの成長一Ｖ 斉藤

〃，、詫辮鰯溌繍地調査なら斉縢
”９１２式根島栽培ﾓﾃﾞﾙi欄場における成長一Ⅱ吉田

〃９１５式根島カンピキ湾のブクトコブモ/一Ｖ吉田

〃’'４辮蘭繍先の漁場鱸と種欝生震吉田
〃’’５ス主星藻j;i繍刷農-,m西村

山峯さ西村、斉藤

山峯、西村、斉藤

山峯、西村穀斉藤．

山峯､西村、斉藤露武藤

山峯訶西村季吉田

塩屋、山峯、西村
吉田．竹之内

西村、斉藤、武藤

耐」

Ｊ１

西村、

塩屋、
上田、

斉藤、武藤

西村諺斉藤
武藤

水産増殖
２１（２）

注）１．例えば増殖業績番号８１１とは昭和４８年の１１番目の報告書の意味である。

２．１１６８年以降の大島分場ニュース（壁新聞となった年）および大鳥分場だより（１１６６

年１２月～１９６７年１２月までで廃刊）はニュース'性を主体としたため報告書として採用し

なかった。

５，大島分場ニュース（１９５０年～６６年）、やし垢速報（１９６５年～６７年）は、それぞ

れ廃刊となった。
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Ⅵ弓１用文献

１．猪野峻、邦産アワビ属に関する生物学的研究、東海水研報５（１９５２）

ｚ吉良哲明、原色日本貝類図鑑、保育社

５．黒田徳米、吉良哲明、トコプシ問題、ゆめ蛤６９（１９５５）

４．大場俊雄、トコプシの増殖に関する基礎i約研究一I、日水誌５０（１０）（１９６４）

５．岡田弥一郎、藤田正、日本産サザエの分布に就てＶＢＮＵＳ４（２）

６．阿井、野中、佐々木、サザエの産卵と発生－１日水誌３０（１０）（１９６４）

ス阿井敏夫、サザエの産卵と発生一Ⅱ日水誌５１（２）（１９６５）

８．宇野寛電サザエの増殖に関する基礎研究･東水大特研報６（２）（１９６２）

Ｒ寺尾・角田・中村、サザエの種苗生産研究や山口外海水試事報（１９７０）

１０．新潟県水試サザエ人工採苗試験、新潟水試年報（１１７１）

１１．野中・中川・佐々木、松浦、静岡県沿岸の磯根資源に関する研究辮静岡水試研報２

（１９６９）

１２．猪野峻、アワビとその増養殖、水産増養殖叢書１１（１９６６）

１５．浜田サソ子、水産生物の増蕃殖技術の確立に関する研究、共同研究推進会議、魚類貝類

藻類漁場分科会研究発表および討議要旨、水産庁調査研究部編（１９６５）

１４．相良順一郎・二宮直尚、麻酔剤によるアワビ稚貝の付着面からの剥離について、

水産増殖１７（２）１９７０

１５．井上正昭、アワビ種苗の量産と放流、水産増殖１６（６）（１９６９）

１６．八幟剛浩露神経節懸濁液によるエゾアワビの放卵誘起、日水誌５９（１１）（１９７５）

１ス菊地省吾・浮永久、アワビ属の採卵技術に関する研究２，東北水研難５５（１９７４）

１８．浮氷久・菊地省吾、紫外線照射海水のホタテガイに対壜する産卵誘発効果、東北水研報５４

（１９７４）

１日酒井誠一謡エゾアワピの生態学的研究－１，日水誌２８（８）（１９６２）

２０．菊池・桜井・佐々木・伊藤一海藻２０種のアワビ稚貝に対する餌料効果、東北水研報２７

（１９６７）

２１・土屋文人強養殖コンブのアワビ・サザエ稚貝に対する餌料効果、水産増殖１７（５，６）

（１９７０）

２２．石渡・宇野・小池。難波浄人工採苗によるアワビ稚貝の摂餌量と増重量との関係、

水産増殖１６（２）（１９６８）
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25．真岡東雄・児玉正碩、茨城県におけるアワビの早期採卵について、水産増殖１１（１）

（１９７１）

24・千葉水試、春季採卵について諺アワビ種苗生産中間報告醤（１１６４）

」
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